
令和7年3月末時点
（千円）

No. 事業名
地区名
施設名

交付
団体

事業
実施
主体

直接
／

間接

継続
／

完了

基金
／

単年
度

全体
事業費

年度
交付額
（国費）

事業間流
用（国費）

執行額
（契約額の
国費相当

額）

執行差額
（国費相当

額）
事業の進捗状況

27 52,500 37,013 15,487
平成28年1月　詳細調査業務委託発注。

28 0 0 0
平成27年度発注、繰越事業として作業継続。

29 265,482 272,533 -7,051
平成29年9月　ため池対策工発注。

30 50,416 40,131 10,285
平成30年10月　ため池対策工発注。

累計 368,398 0 349,677 18,721

R4 3,487 2,970 517
令和4年11月、ため池再対策基礎調査発注。

R5 0 0 0

R6 5,801 5,720 81
令和6年10月、ため池再対策詳細調査発注。

累計 9,288 0 8,690 598

R6 0

累計 0 0 0
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25 0 0 0 0
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27 52,500 0 37,013 15,487

28 0 0 0 0

29 265,482 0 272,533 -7,051

30 50,416 0 40,131 10,285

R1 0 0 0 0

R2 0 0 0 0

R3 0 0 0 0

R4 3,487 0 2,970 517

R5 0 0 0 0

R6 5,801 0 5,720 81

377,686 0 358,367 19,319

377,686 0 358,367 19,319

R6完了 単年度 9,288 R4 ～大玉村 村 大玉村 直接－ 2 －
農山村地域復興基盤総合整備事業（農
業水利施設等保全再生事業）

3 (5) － 40

「基金/単年度」欄には、基金、単年度のいずれかを記入してください。

県・市町村交付分　合計

「交付額（国費）」欄には、既に交付された国費を帰還環境整備事業計画の年度別に記入してください。

「執行額（契約額の国費相当額）」欄には、基金の取崩額ではなく、契約額の国費相当額を記入してください。なお、国費相当分は、事業費に国費率を乗じ
て算出した値で構いません。

県交付分　計

（注）

うち市町
村

交付分

各年度
別合計

「事業番号」「事業名」「地区名 施設名」「交付団体」「事業実施主体」「直接/間接」「全体事業費」「全体事業期間」欄には、帰還環境整備事業計画の記載
に合わせて記入してください。

「継続/完了」欄には、継続、完了、廃止のいずれかを記入してください。

執行差額（国費相当額）欄は、自動計算（交付額（国費）＋事業間流用額（国費）－執行額（契約額の国費相当額））されます。

「事業の進捗状況」欄は、事業の開始、完了等がわかるよう簡潔に記載してください。なお、年度を区別して記載する必要はありません。

(5) － 40 － ～ 30大玉村 直接 基金 473,6691

（様式２）

大玉村 帰還･移住等環境整備事業計画　　令和6年度進捗状況報告

省庁名 農林水産省

事業番号
全体
事業
期間

271 －
農山村地域復興基盤総合整備事業（農
業水利施設等保全再生事業）

大玉地区 村 完了

市町村交付分　計

うち県
交付分

各年度
別合計


